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アフリカ諸国で揺らぐ欧米への信頼。
ロシアや中国との接近。

広がる国際ロマンス詐欺、陰謀論の台頭。
貧困化する農村と過酷化する女性たち
の労働。

世界のパワーバランスが揺らぐ今、
国際協力と日本の外交戦略を
根本から問い直す。

グローバル格差を生きる人びと
──「国際協力」のディストピア
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